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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　
秋
の
拡
大「
準
備
」月
間
ス
タ
ー
ト

　

春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）に
引
き
続
き
７
月
か
ら

秋
の
拡
大
準
備
月
間
中
で
す
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申

告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
を
、

ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

物価高騰等の職人の置かれた状況に理解求めデモ行進

　

全
建
総
連
は
七
月
七
日
に
東
京
・
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
で
「
全
建
総
連
七
・
七.
賃
金
・
単
価
引
き

上
げ
、
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し
、

四
十
八
県
連
・
組
合
か
ら
千
九
百
三
十
六
人
の
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。
各
政
党
か
ら
激
励
の
挨
拶
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
に
要
請
を
行
う
と
共
に
、

夏
の
集
会
で
は
実
に
四
年
ぶ
り
と
な
る
デ
モ
行
進
を
行

い
、
要
求
現
実
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

来
年
度
予
算
確
保
へ
運
動
開
始

ハ
ガ
キ
・
議
員
要
請
を

【
全
建
総
連
発
】

　

宮
城
県
連
と
徳
島
県
労
か

ら
議
長
団
を
選
出
。
主
催
者

代
表
で
挨
拶
し
た
中
西
委
員

長
は
「
円
安
、
コ
ロ
ナ
禍
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
、

物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。

実
質
賃
金
は
十
四
ヶ
月
連
続

で
減
少
し
、
景
気
の
失
速
が

懸
念
さ
れ
る
。
物
価
高
騰
か

ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
建
設
国
保
の
教
育
・
強

化
を
は
じ
め
と
し
た
諸
要
求

現
実
に
向
け
て
、
来
年
度
概

算
要
求
に
、
必
要
額
を
な
ん

と
し
て
も
盛
り
込
ま
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

全
国
六
十
二
万
の
仲
間
の

団
結
で
、
集
会
を
成
功
さ

せ
、
要
求
実
現
に
向
け
ガ
ン

バ
ロ
ウ
」
と
檄
を
飛
ば
し
ま

し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
自
民
、

立
憲
民
主
、
推
進
、
公
明
、

国
民
民
主
、
共
産
、
社
民
の

各
政
党
代
表
か
ら
激
励
を
受

け
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
勝
野
書
記
長

は
、
建
設
業
従
事
者
数
の
減

少
に
つ
い
て
「
大
工
職
は

二
十
年
前
と
比
べ
て
半
減
。

全
国
紙
で
は
、
人
手
不
足
で

現
場
で
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
国
交

省
は
、
短
い
工
期
や
労
務
費

を
削
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
と

い
う
業
界
の
あ
り
方
を
根
本

か
ら
見
直
し
、
元
請
が
契
約

し
た
賃
金
が
削
ら
れ
る
こ
と

な
く
現
場
従
事
者
に
行
き
渡

る
方
策
を
作
ろ
う
と
、
議
論

を
進
め
て
い
る
。
来
年
の
通

常
国
会
で
の
法
改
正
に
向
け

て
、
大
き
く
運
動
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
国
会
の
情
勢
に

つ
い
て
、
五
年
間
で
四
三
兆

円
の
防
衛
費
を
確
保
す
る
た

め
の
財
源
確
保
法
が
成
立
し

た
こ
と
に
触
れ
、
「
安
保
三

文
書
の
改
定
を
含
め
、
専
守

防
衛
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
％
枠
な

ど
、
日
本
が
敗
戦
の
中
か
ら

積
み
上
げ
て
き
た
防
衛
政
策

の
転
換
に
、
大
き
な
危
惧
を

感
じ
て
い
る
」
と
言
及
し
ま

し
た
。

　

改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に

つ
い
て
は
、
「
保
険
証
の
廃

止
は
、
建
設
国
保
の
保
険
者

機
能
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
」

と
し
な
が
ら
、
全
建
総
連
で

取
り
組
む
「
保
険
証
の
交

付
存
続
を
求
め
る
署
名
」

（
六
〇
万
人
署
名
）
の
十
月

提
出
に
向
け
て
の
取
り
組
み

で
は
、
「
皆
さ
ん
で
強
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

今
年
十
月
か
ら
開
始
が
予

定
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
は
、
「
引
き

続
き
制
度
の
見
直
し
・
延
期

を
求
め
て
い
く
」
と
示
す
と

と
も
に
、
「
八
月
末
を
締
め

切
り
と
す
る
来
年
度
概
算
要

求
に
向
け
、
本
日
の
集
会
を

皮
切
り
に
、
七
月
末
の
中
央

行
動
・
政
党
要
請
行
動
に
取

り
組
む
。
全
国
の
仲
間
も
、

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や
地
元
国

会
議
員
要
請
行
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
仲

間
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

全
国
青
協
役
員
に
よ
る
力

強
い
決
意
表
明
、
大
会
決
議

の
提
案
・
採
択
の
後
、
大
地

副
委
員
長
に
よ
る
プ
ラ
カ
ー

ド
ア
ク
シ
ョ
ン
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
を
行
い
、
夏
の
集
会

と
し
て
実
に
四
年
ぶ
り
と
な

る
デ
モ
行
進
を
実
地
。
要
求

実
現
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

決
意
表
明
に
立
っ
た
全
国
青

協
役
員
か
ら
仲
間
に
訴
え

拡
大
学
習
会

開
催

【
大
建
労
・
松
原
支
部
】

　

七
月
九
日
（
日
）
午
前
九

時
か
ら
、
松
原
市
民
ふ
る
さ

と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
二
階
会
議
室

で
、
六
車
支
部
長
を
講
師
に

役
員
六
人
、
本
部
二
人
の
参

加
で
拡
大
学
習
会
開
催
。

　

二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
が
拡
大
で
大
切
な
こ

と
を
三
つ
と
、
自
分
の
長
所

を
生
か
し
た
拡
大
行
動
を
提

案
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
が
報
告
を
行
い
、
全
体
で

共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
予

め
準
備
し
て
い
た
大
建
労
の

事
業
内
容
に
つ
い
て
の
質
問

に
、
各
自
二
分
間
で
専
門
的

な
基
礎
知
識
や
考
え
、
発
想

力
で
説
明
し
、
足
り
な
い
部

分
は
他
の
参
加
者
が
補
足
し

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
加
入
希
望

者
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
を
実
地
、
対
面
で
の

や
り
取
り
を
実
践
的
方
法
で

学
び
ま
し
た
。

　

学
習
会
後
の
総
括
で
は
、

「
全
員
参
加
の
実
践
的
な
学

習
が
大
事
」
、
「
い
つ
も
の

支
部
事
務
所
で
は
な
く
、
本

部
か
ら
の
参
加
も
あ
り
緊
張

感
を
持
っ
て
学
習
で
き
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
で

ま
し
た
。

　

午
前
中
だ
け
の
開
催
で
し

た
が
、
内
容
の
濃
い
、
楽
し

い
学
習
会
で
し
た
。

国
会
議
員

要
請

【
住
吉
・
中
野
照
司
】

　

七
月
十
三
日（
木
）三
時
に

住
吉
支
部
か
ら
北
岡
さ
ん
、

西
成
支
部
か
ら
福
島
さ
ん
と

三
人
で
公
明
党
大
阪
事
務
所

の
第
一
秘
書
の
松
浦
さ
ん
に

国
保
要
請
を
お
配
り
し
ま
し

た
。

【
港
・
竹
原
勝
】

　

推
新
の
会
衆
議
院
議
員
、

井
上
英
孝
氏
の
自
宅
を
伺
い

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
推
新
の
会
へ
相
談
し
返
事

を
し
ま
す
」
と
お
答
え
い
た

だ
き
ま
し
た
。

港
も
議
員
要
請

　

同
時
に
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
救
済
を
求
め
る
賛
同

署
名
要
請
も
行
い
ま
し
た
が

「
党
と
話
し
合
っ
て
お
答
え

し
ま
す
」と
返
事
を
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、大
阪
万
博
の
内
容

に
は
関
心
が
高
く「
二
年
後

に
開
催
さ
れ
る
と
思
う
と
、

と
て
も
心
配
で
あ
る
」と
述

べ
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
か

ら
１
０
０
年
、
豪

雨
や
地
震
の
多
発

な
ど
、
自
然
災
害

の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
岸
田
政
権
は

防
災
よ
り
戦
争
へ
の
備
え
に
熱

心
だ
。
▼
政
府
の
23
年
度
「
防

災
白
書
」
は
、
１
０
０
年
前
に

比
べ
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は
高

ま
っ
て
き
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
る
▼
日
本
の
年
平
均
気
温
は

１
０
０
年
で
１
・
３
℃
上
昇

し
、
こ
れ
に
伴
い
全
国
的
に
大

雨
や
短
時
間
強
雨
の
発
生
頻
度

が
増
加
。
▼
大
規
模
地
震
の
切

迫
性
も
強
調
し
て
い
る
。
首
都

直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
の
大
規
模
地
震
や
火
山
噴
火

の
発
生
が
近
い
、
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
特
に
南
海
ト
ラ
フ
地

震
は
30
年
以
内
の
発
生
確
率
が

70
～
80
％
に
高
ま
っ
て
い
る
▼

「
我
々
は
、
今
後
も
さ
ら
に
高

ま
る
自
然
災
害
リ
ス
ク
と
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
将
来
予
測
さ

れ
る
被
害
を
回
避
・
軽
減
す
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
白
書
は
強
調
す
る
。
し
か
し
、

政
府
は
本
気
で
向
き
合
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
▼
23
年
度
の
防

災
関
係
予
算
は
１
・
６
兆
円
で

前
年
度
の
半
分
近
く
に
減
っ
て

お
り
、
防
衛
予
算
（
６
・
８
兆

円
）
の
４
分
の
１
未
満
で
あ
る
。

防
災
は
一
般
会
計
歳
出
総
額
の

１
・
４
％
し
か
な
い
が
、
防
衛

は
約
６
％
を
占
め
て
い
る
▼
災

害
の
発
生
状
況
に
よ
り
年
に

よ
っ
て
防
災
予
算
に
多
少
の
増

減
が
あ
り
つ
つ
も
、
災
害
は
確

実
に
襲
来
し
、
そ
の
リ
ス
ク
は

高
ま
っ
て
い
る
。
人
の
力
で
事

前
に
回
避
で
き
る
戦
争
の
準
備

よ
り
も
、
防
災
に
予
算
を
か
け

る
べ
き
な
の
は
自
明
の
理
で
あ

る
。
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遺
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

  

特
別
受
益
者
の
相
続
分
＝

（
遺
産
総
額
＋
特
別
受
益
）
×

相
続
分
－
特
別
受
益

　

な
お
、
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
４
月
１
日
施
行
の
法
改

正
に
よ
っ
て
、
相
続
開
始
か
ら

１
０
年
経
過
し
た
後
に
は
特
別

受
益
の
主
張
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

Ｑ　

父
が
亡
く
な
り
、
私
と
弟

の
２
人
が
相
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
、
弟
は
結
婚

す
る
と
き
に
父
に
家
を
買
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
私

は
何
も
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
分
に
つ
い
て
、
遺
産
を
分

け
る
際
に
調
整
さ
れ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

相
続
は
、
基
本
的
に
は
被

相
続
人
が
亡
く
な
っ
た
時
点
の

計
る
た
め
に
、
民
法
は
９
０
３

条
で
「
特
別
受
益
者
の
相
続

分
」
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

財
産
に
つ
い
て
、
法
定
相
続
分

に
従
っ
て
分
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
被
相
続
人
が

生
前
、
一
部
の
相
続
人
に
お
金

を
贈
与
し
て

い
た
よ
う
な

場
合
、
相
続

人
の
公
平
を

体
的
に
は
結
婚
・
養
子
縁
組
の

時
の
持
参
金
・
支
度
金
・
結
納

金
な
ど
、
子
供
が
世
帯
を
持
つ

　

特
別
受
益
者
と
は
、
被
相
続

人
か
ら
遺
贈
を
受
け
た
り
、
生

計
の
資
本
等
の
為
に
贈
与
を
受

け
た
相
続
人
を
指
し
ま
す
。
具

を
足
し
た
上
で
相
続
分
を
計
算

し
、
特
別
受
益
を
受
け
た
者
は

そ
の
分
を
差
し
引
い
て
今
回
の

た
め
に
住
宅
の
贈
与
や
事
業
資

金
の
贈
与
、
高
等
教
育
の
教
育

費
な
ど
が
特
別
受
益
に
あ
た
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
受
益
と

認
め
ら
れ
る
場

合
、
遺
産
総
額

に
特
別
受
益
額

相
続
人
の
一
人
が
生
前
に

贈
与
を
受
け
て
い
た
場
合

申し込み
ＱＲコード

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
申
込
は
な
る
べ
く
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ
は
大
建

労
本
部
・
匹
田
ま
で(

〇
六-

六
六
三
二-

二
八
七
五)

務
化
へ
の
備
え
と
し
て
、
大

工
技
能
者
に
床
・
壁
・
天
井

の
部
位
ご
と
の
断
熱
方
法
・

気
密
確
保
等
に
つ
い
て
講
師

の
指
導
の
も
と
、
正
し
い
施

工
を
習
得
、
断
熱
施
工
に
か

か
わ
る
疑
問
や
不
安
を
解
消

す
る
目
的
で
今
年
度
も
大
建

労
と
Ｊ
Ｂ
Ｎ
大
阪
の
共
同
で

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

法
で
断
熱
施
工
、
気
密
確
保

が
さ
れ
な
い
と
設
計
通
り
の

断
熱
性
能
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
国
交
省
が
大
工

技
能
者
に
正
し
い
断
熱
施
工

を
習
得
す
る
研
修
事
業
を
行

な
う
こ
と
に
な
り
、
全
木
協

が
実
施
団
体
と
し
て
研
修
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
義

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
昨
年
の
六
月
に
建
築

物
省
エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、

住
宅
を
含
め
た
全
て
の
建
築

物
が
二
〇
二
五
年
度
に
省
エ

ネ
基
準
の
適
合
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
五
年
度
の
省
エ
ネ

基
準
の
適
合
義
務
化
に
向
け

て
、
正
し
い
断
熱
施
工
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
正
し
い
方

断熱施工実技研修会
開催のお知らせ

　

毎
年
お
子
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る「
ち
び
っ
こ

お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
」。今

年
の
テ
ー
マ
は「
働
く
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と

決
め
ま
し
た
。

 
お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
に

 

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

青
年
部

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が
組合費滞納
にご注意を

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。・
資
格
取
得

の
報
奨
金
も
。・
耐
震
診
断

員
の
登
録
と
耐
震
診
断
の
紹

介
、仕
事
に
関
わ
る
制
度
の

周
知
・
学
習
会
の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。・
求

人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、解
決
に
向
け
て
親
身

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。ま

た
毎
月
第
三
木
曜
日
、弁
護

士
に
よ
る
法
律
相
談
会
を
開

催（
要
予
約
、中
止
の
場
合
も

あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済　

建

設
労
働
者
の
た
め
の
退
職
金

制
度「
建
退
共
」の
加
入
手
続

き
、証
紙
の
貼
付
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出
し
、

【
大
建
労
・
本
部
】

　

七
〇
歳
以
上
の
組
合
員
さ

ん
を
対
象
に
見
学
会
を
企
画

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時　

十
月
三
日
（
火
）

集
合　

大
建
労
本
部
事
務
所

　
　
　

午
前
八
時

行
先　

淡
路
島

参
加
資
格　

七
〇
歳
以
上
の

　

組
合
員

参
加
費　

三
〇
〇
〇
円

申
込　

所
属
支
部
を
通
じ
て

申
込

締
切　

定
員
が
四
十
人
な
り

次
第
受
付
終
了

シ
ニ
ア
集
ま
れ
！
悠
生
会
見
学
会

ふ
る
っ
て
ご
応
募
を

　

私
た
ち
青
年
部
役
員
が
選

考
し
、各
賞
ご
と
に
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
の
で
、お
子
さ

ん
、お
孫
さ
ん
の
お
ら
れ
る

組
合
員
さ
ん
の
方
は
ぜ
ひ
と

も
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
募
集
要
項
】

テ
ー
マ　

働
く
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

参
加
対
象　

組
合
員
の
お
子

さ
ん
、お
孫
さ
ん（
小
学
生
以

下
）

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ａ
４
ま
で

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、優

秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞
一

点賞
品　

最
優
秀
賞（
五
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
）、優
秀
賞

（
同
三
千
円
）、青
年
部
長
賞

（
同
四
千
円
）、参
加
賞（
同
五

百
円
）を
進
呈

応
募
締
め
切
り　

十
月
二
十

日（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」

「
年
齢
」「
支
部
」「
組
合
員

と
お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
の

氏
名
」を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
五
五
六

｜

〇

〇
一
五　

大
阪
市
浪
速
区
敷

津
西
二

｜

七

｜

一
七

大
阪
建
設
労
働
組
合
　
青
年

部
関
西
２
府
４
県
内
の
コ
ー

ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
・
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

＆
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
全
店


